
数学科学習指導案
日 時    平 成 15年 10月 3日 (金)5校 時

学 級    1年 3組 (男子 17名  女 子 14名  計 31名 )

授業者   教 諭 Tl 伊 藤 紀 幸   T2 遠 藤 玲 子

1 単 元名   3章 ・方程式

2 単 元について

この単元では、方程式を等式の性質を用いて解くことをねらいとしている。生徒にとつては 「正負の数」や 「文字

と式」の章と同様、中学校ではじめて系統的に学習する内容である。等式の性質を用いた解法から、移項という見方

に発展させることにより、方程式が一定の手順によつて解けるよさを感じさせたい。さらに、文章題も数量間の関係

を方程式におきかえれば、それを解くことによって解決できるよさを感得させて、方程式を活用していく態度を育て

たい。

ここでは、小学校との関連を図るとともに、『①方程式を解くことを通して、「等式の性質」という基礎 ・基本に

あたる内容を定着させ、その有用性を理解させる。②文章題を通して、方程式の有用性を知らせ、方程式を用いるこ

とができるようにする。』ことを意識して指導にあたりたい。

3 生 徒の実態

男女ともやる気があり、発言や質問が多く、練習問題に集中して取り組むことができる。全体的にノ
ートの書き方

等も身についているので、大事なところを自分なりにまとめられる生徒も多い。

生徒の学力差の問題や特に個別支援を必要とする生徒が数名いるため本校では、個別支援を中心としたTTに 取り

組み、学力向上に努めている。

文章題は意識調査をしたところ、苦手意識を持っている生徒が多くいるので、文章題を解く手順を6つ のキ
ーワー

ドとして定着させ、特に問題文から立式までの作業を丁寧に行うようにすることで、その苦手意識を少しでも解消で

きるようにしたい。また、教科書の問題を解く前後に段階を踏むためのステップ問題を取り入れ、手順の定着に努め

て、文章題を読みとる力をつけていきたい。

革元の目標

1)方 程式が
一定の手順で解けることのよさに気づく。

2)等 式の性質を利用した方程式の解き方の手順を導くことができる。
3)等 式の性質や移項の考え方を使つて方程式を解くことができる。
4)等 式の性質、方程式、方程式の解、移項、 1次 方程式などの意味を理解する。

5 学 習計画

1節  (1)方 程式

全 12時 間

3時 間
｀
(2)1次 方程式の解き方 ・・・・・・・・・・2.5時 間

(3)基 本の問題    ・ ・・・・・・・・・0.5時 間
2節  (1)1次 方程式の利用 ・ ・・・・・・・・・4.5時 間 (本時 2時 間目)

(2)基 本の問題    ・ ・・・・・・・・・0.5時 間

章の問題 1時 間

6 本 時の学習

(1)題  材    「 2節  1次 方程式の利用」

(2)本 時の 「評価規準 ・基準」

評 価 規 準 おおむね満足できる 努力を要する生徒への手立て

【見方・考え方】
表を作成することで、数量

関係を明らかにして、方程式

を考えることができる。

例題を見ながら表を作成 し、そこか

ら等しい関係を見つけ、方程式を考

えることができる。

・文章から抜き出した数値や文字を使っ

て表を完成 し、その表から等しい関係

が代金の部分であることに気づかせる。

【表現・処理】
表から方程式を作 り、それ

を解いて文章題にあつた解答

をすることができる。

・表を作成することのよさを知り、そ

こから方程式を作成し解くことがで

き、文章題に合った解答を考えるこ

とができる。

ヒントカー ド (表)を 提示し、完成さ

せた表から、代金の関係で方程式を作

成するように促す。



展開(3)

学 習 内 容 学 習 活 動
格 e l lへの 受 帯 ・留 意 点

評  価
Tユ T 2

導入

抑
分

復習

.問 題を提示 し、
問題について話 し

合う。

2,本 時の学習課題
を把握する。

・1次方程式を利用する文章問題を解
く手順を確認する。
①わかつていることを文章中から抜
き出す。(―一棒線)
②求めることをヌで表す。
(― 波線をァに)
③問題にふくまれている数量を、χ
を使って表す。(図)
④等しい関係にある数量をみつけ
て、方程式をつくる。(式)
⑤つくった方程式を解く。輸卒く)
⑥方程式の解が問題に適しているこ
とを確かめ、答えとする。(答え)

・問題を読み、前時の問題との違いを
確認する。

①わかっていることを文章中から抜き
出す。(一 ―棒線)

②求めることを】で表す。
(― ―波線を】に)

全員で確認 しながら、

移動黒板に手順を貼る。

問題を提示する。

問題に棒線をひかせる。

求めることに渡線を引
かせる。
求めることが 2つ であ
ることに気づかせ、考
えさせる。

黒板に板書する。

忘れている生徒には、
前時のノー トを見て思
い出させるように促す。

作業支援抽出児 (A)

計算支援抽出児 (B)

※座席表参照

教科書は閉じさせ、問
題を配布する。
机問指導をしてノー ト

に問題を貼らせる。
(生徒 Aの 支援)

机間指導をし、指示通

りに活動させる。
(生徒 Aの 支援)
机間指導をし、指示通

りに活動させる。
(生徒 Aの 支援)

机間指導をしてノー

の確認をする。求めることが 2 ある問題を方程式を使ちて解こう

展 開 3.解 決の見通じを
持つ。

4.類 題を解く。

5 自 力解決に取 り

組む。

③問題にふくまれている数量を、
使って表す。(図)

④等しい関係にある数量をみつけて、
方程式をつくる。(式)

⑤つくった方程式を解く。(解く)

⑥方程式の解が問題に適していること
を確かめ、答えとする。(答え)

・④から⑥をノートに記入する

表を使つて問題を解く。

自分なりの考え方で自力解決に取り
組む。

前時と同様に図に書い

て抜き出して 1次 方程
式をつくれそうか考え

させる。
周 りの生徒 と相談 し、

図以外に抜き出す方法
がないか考えさせる。

前時と同様に図を使つ

てではなく、表を使 う
ことで問題を整理でき

ることに気づかせる。、

表にわかっていること

を抜き出させる。
全員で確認 しながら表

をうめる。

表をみて、等しい関係
にあるところが、代金
の関係の部分であるこ

とに気づかせる。

指名 し、方程式を順を

追つて解かせる。
方程式の解が何である
かを確認させ、求める
ことが何であつたか確

認 し、答えの書き方を

考えさせる。
時間を与え、ノー トに

記入させる。

問題を配布 し、ノー ト

に貼らせる。

机間指導 しながら自力

解決の援助をしていく。

図を使つてではなく、
表を使つて抜き出して
いる生徒がいたら全体
に紹介する。(移動黒板)
表を配布 し、ノー トに

貼らせる。
(生徒 Aの 支援)

机問指導をして、表の

使い方がわからない生

徒に説明をする。
机間指導をしてノー ト
の確認をする。
(生徒 Aの 支援)
生徒の様子から、気を
つけてほしい間違いが

ある場合は紹介をする。

先生や発表 している生

徒に注目させる。

机間指導をしてノー ト
の確認をする。
(生徒 Aの 支援)
生徒 A、 Bを 中心につ

まづきに応 じてヒン ト

カー ドを渡 し支援をす
る。

○ ァを使つて、表

をうめることが

できたか。 (表)
☆観察 ・発表

○表から等 しい関

係にある数量を

みつけることが

できたか。 (考)
☆観祭 ・発表

○表を使つて問題

を解 くことがで

きたか。 (表)
☆ノー ト評価



２２
分

6.発 表 ・解答を発表し、自分の考えと比べな
がら説明を聞く。

'黒板に解答を書かせ、
手順に従つて解説をす
る。
・カーネーションの本数
を ヌ本にするときと、
バラの本数を ヌ本にす
るときの 2種 類の解き
方を紹介する。

机間指導をしながらノ
ー トの確認をする。
(生徒 Aの 支援)

先生や発表 している生

徒ヤこ注目させる。
表でも2種類の解き方
を実物投影機で紹介す
る。
教科書を開かせ、例題
の別解答をとりあげる。

ま
と

め
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

用
分

7.ま とめ ・代金に関わる問題についてまとめ
る。

代金に関わる問題は表
を使えば、等 しい関係
にある数量がみつけや

すく、方程式をたてや

すいことを強調 してま

とめる。
(③に加える)

解から答えに導くこと
を意識させる。
(⑥に注意させる)

机間指導をし解いた生
徒の解答を確認する。

ノー トの確認をする。

机間指導をしながら間
題を配布しノー トに貼
らせる。
机間指導をしながらつ

まづいている生徒の支
援をする。

まとめ

求めることが2つ あ

もう片方もヌを使っ
る問題は、片方をメにすると、
て表すことができる。

練習問題を解く。

９

１０

自己評価する。
次時の予告

・練習問題を解く。

・自己評価カー ドに記入をする。
'次時の予告を聞く。



例題

1個 140円 のりんごと1個 90円 のイレンジを含わせて15個

買い、代金の合計を1800円 にしようと思います。オレンジと

りんごをそれぞれ何個買えばよしヽですか。

11固の値段(円) 個数 (個) 代金 (円)

りんご

牙レンジ

合計

類題

1本 100円 のカーネーションと、1本 150円 のバラを含わせ

て20本 買しヽ、代金の合計を2650円 にしようと思いました。

バラとカーネーションをそれぞれ何本買えばよしヽでしょうか。

ヒントカこドイ

ヒントカード2

練習問題

鉛筆 10本 と色鉛筆を5本 買つたときの代金の合計は1300円

でした。1本 のltL段は、色鉛筆のほうが金合筆より20円 高しヽそう

です。鉛筆1本 と色鉛筆1本の値段をそれぞれ求めなさい。

1本 のltL段(円) 本数 (本) 代金 (円)

カーネーション

ノヾラ

合計


